
令和７年度

小学校教育課程研究協議会

令和７年７月２３日（水）

総合的な学習の時間
１ 指導と評価の一体化を核とした

授業改善・学習改善の在り方①

２ グループ別協議①
「学校における総合的な学習の時間の実践について」

３ 指導と評価の一体化を核とした
授業改善・学習改善の在り方②

４ グループ別協議①
「指導と評価の一体化について」

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学
習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己
の生き方を考えていくための資質・能力を育成するこ
とを目指す。
（1）探求的な学習過程において、課題の解決に必要な知識及

び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探求的な
学習のよさを理解するようにする。

（2）実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を
立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現するこ
とができるようにする。

（3）探求的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互
いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画しようとす
る態度を養う。

総合的な学習の時間の特質

・探究的な見方・考え方を働かせる
・横断的・総合的な学習を行う

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

総合的な学習の時間の特質
・探究的な見方・考え方を働かせる

・横断的・総合的な学習を行う

各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、広範
な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会・実生活の
課題を探究し、自己の生き方を問い続ける。

教科等の枠を超えて探究する価値のある課題について、各
教科等で身に付けた資質・能力を活用・発揮しながら解決
に向けて取り組んでいく。

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

・学習過程を探究的にすること

・他者と協働して主体的に取り組む学習活動
にすること

探究的な学習の指導のポイント

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①
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学習過程を探究的にすること

①課題の設定
体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ

②情報の収集
必要な情報を取り出したり収集したりする

③整理・分析
収集した情報を、整理したり分析したりして思考する

④まとめ・表現
気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、判断し、表現する

探究的な学習の指導のポイント

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

他者と協働して主体的に取り組む学習活動にすること

①収集した多様な情報に触れる
情報の多様さと多さは、整理や分析を質的に高める。

②異なる視点から検討ができる
異なる視点や異なる考え方があることの方が、深まる。

③相手意識を生み出したり、仲間意識を生み出したりする
共に学ぶことが個人の学習の質と集団の学習の質を高める。

探究的な学習の指導のポイント

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.90

Ａ
全
体
計
画
と
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間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

Ａ
全
体
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画
と
年
間
指
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を
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ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.62
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Ａ
全
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と
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計
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る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

Ａ
全
体
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画
と
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間
指
導
計
画
を
踏
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え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

各学校において定める内容
目標を実現するにふさわしい

探究課題

現代的な諸課題に対応する
横断的・総合的な課題

地域や学校の特色
に応じた課題

児童の興味・関心
に基づく課題

探究課題の解決を通して育成を目指す
具体的な資質・能力

自分自身に関す
ること及び他者
や社会との関わ
りに関すること
の両方の視点を
踏まえる

探究的な学習の
過程において発
揮され、未知の
状況において活
用できるものと
して身に付けら
れるようにする

他教科等及び総
合的な学習の時
間で習得する知
識及び技能が相
互に関連付けら
れ、社会の中で
生きて働くもの
として形成され
るようにする

知識及び技能 思考力、判断
力、表現力等

学びに向かう
力、人間性等

例

Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

何について学ぶか どのようなことができるようになるか

探究課題の例三つの課題
・地域に暮らす外国人とその人たちが大切にしている文化や価値観（国際
理解）

・情報化の進展とそれに伴う日常生活や社会の変化（情報）
・身近な自然環境とそこに起きている環境問題（環境）
・身の回りの高齢者とその暮らしを支援する仕組みや人々（福祉）
・毎日の健康な生活とストレスのある社会（健康）
・自分たちの消費生活と資源やエネルギーの問題（資源エネルギー）
・安心・安全な町づくりへの地域の取組と支援する人々（安全）
・食をめぐる問題とそれに関わる地域の農業や生産者（食）
・科学技術の進歩と社会生活の変化（科学技術）

など

横断的・総合的な
課題
(現代的な諸問題)

・町づくりや地域活性化のために取り組んでいる人々や組織（町づくり）
・地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々（伝統文化）
・商店街の再生に向けて努力する人々と地域社会（地域経済）
・防災のための安全な町づくりとその取組（防災）

など

地域や学校の特色
に応じた課題

・実社会で働く人々の姿と自己の将来（キャリア）
・ものづくりの面白さや工夫と生活の発展（ものづくり）
・生命現象の神秘や不思議さと、そのすばらしさ（生命）

など

児童の興味・関心
に基づく課題

探究課題の例
Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.70
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探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
探究
課題 学びに向かう力、人間性

等
思考力、判断力、表現力

等知識及び技能

・課題解決に向け、自分
のよさに気付き、探究
活動に進んで取り組も
うとする。

・自分と違う意見や考え
のよさを生かしながら
協働で学び合おうとす
る。

・地域との関わりの中で、
自分にできることを見
付けようとする。

・地域の伝統文化への関
わりを通して感じた関
心をもとに課題をつく
り、解決の見通しをも
つことができる。

・課題の解決に必要な情
報を、手段を選択して
多様に収集し、種類に
合わせて蓄積すること
ができる。

・課題解決に向けて、観
点に合わせて情報を整
理し、考えることがで
きる。

・相手や目的に応じて、
わかりやすく表現する
ことができる。

・捺染ぞめは、地域に
伝わる伝統文化であ
ることを理解する。

・調査活動を、目的や
対象に応じた適切さ
で実施することがで
きる。

・地域の伝統文化に関
する理解は、捺染ぞ
めを実現するために
解決すべき課題につ
いて探究的に学習し
てきたことの成果で
あることに気付く。

地
域
の
伝
統
や
文
化
と
そ
の
継
承
に
力
を
注
ぐ
人
々

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

Ａ
全
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画
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年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

【知識】
・事実に関する知識を関連付けて構造化し、統合され
た概念的な知識の獲得。

【技能】
・いつでも、滑らかに、安定して、素早く行われてい
るような技能の獲得。

【探究的な学習のよさの理解】
・「資質・能力の変容を自覚すること」、「学習対象
に対する認識が高まること」、「学習が生活とつな
がること」などを、探究的に学習してきたことと結
び付けて理解。

・概念的な知識の獲得 ①
・自在に活用することが可能な技能の
獲得 ②

・探究的な学習のよさの理解 ③
の３つに配慮して設定することが考えられる。

Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.68〜

【課題の設定】例
・複雑な問題状況の中から課題を発見し設定する
・解決の方法や手順を考え、確かな見通しをもって計画を立てる

【情報の収集】例
・情報を効率的に収集する手段を選択する
・必要な情報を多様な方法で収集し、種類に合わせて蓄積する

【整理・分析】例
・異なる情報の共通点や差異点を見付け、関係や傾向を明らかにする
・事象を比較したり関連付けたりして、確かな理由や根拠をもつ

【まとめ・表現】例
・相手や目的に応じて効果的な表現をする
・学習を振り返り、自己の成長を自覚し、学習や生活に生かす

・課題の設定 ①
・情報の収集 ②
・整理・分析 ③
・まとめ・表現 ④
の過程で育成されるものとして設定することが考え
られる。

Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.71〜

・自他を尊重する「自己理解・他者理解」①
・自ら取り組んだり力を合わせたりする
「主体性・協働性」②

・未来に向かって継続的に社会に関わろう
とする「将来展望・社会参画」③
について育成される資質・能力として作成することが
考えられる。

【自己理解・他者理解】例
・自分の生活を見直し、自分の特徴やよさを理解しようとする
・異なる意見や他者の考えを受け入れて尊重しようとする
【主体性・協働性】例
・自分の意思で目標に向かって課題の解決に取り組む
・自他のよさを生かしながら協力して問題の解決に取り組む
【将来展望・社会参画】例
・自己の生き方を考え、夢や希望をもち続ける
・実社会や実生活の問題の解決に、自分のこととして取り組む

「粘り強さ」や「学習の調整」を重視Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.74〜
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Ａ
全
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踏
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思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

年間指導計画
Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

今、求められる力を高める
総合的な学習の時間の展開

（小学校編）p.79

Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①
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各教科等の関連
総合的な学習の時間 国語科

○分かりやすいレポートの作成 ○文書の書き方

○体験活動 ○案内状やお礼状の作成

理科
○生物と環境の学習○地域に生息する生き物の

生育環境を考える

○食や健康、福祉に興味をも
つ

家庭科、体育科
○栄養を考えた食事や快適な住まい
方の学習に前向きに取り組む

社会科
○資料活用の方法

算数科
○データの活用

○情報収集

○データの整理

Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①
各教科等を網羅的に示す年間指導計画の例

Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.86

関連教科等を重点的に記載する年間指導計画の例
Ａ
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

Ｂ
３
つ
の
視
点
か
ら
、
中
心
と
な
る
活
動
を
思
い
描
く

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①
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３つの視点から中心となる活動を思い描く

児童の関心や疑問 教師の願い 教材の特性

Ｂ
３
つ
の
視
点
か
ら
、
中
心
と
な
る
活
動
を
思
い
描
く

児童のこれまでの学習の
進捗状況や関心や疑問の
実態を把握する。
前単元までに高まった

児童の興味・関心を、感
想や活動の様子、振り返
り等から把握する。

どんな資質・能力を育て
たいのか︖
全体計画を踏まえて、

探究課題の解決を通して、
どのような資質・能力を
育てたいのか、具体的に
考える。

授業のイメージを学年で
共有する
大まかな指導のイメー

ジを学年会等で話し合い、
共有しておくことで、ポ
イントを押さえた単元計
画につなげる。

教材と出会う姿を思い描
く
児童が、地域の人々と

の関わりを深め合う姿を
思い描くことで、単元の
中心的な活動を明確にす
る。

教材がふさわしいかを
ウェビングで確かめる
中心の材を「捺染ぞ

め」としたとき、教材と
しての広がりがあるか、
どのような対象や活動が
考えられるかを予測する。

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

＜単元名＞ （第５学年 ５０時間扱い）
「捺染ぞめで自分たちの手ぬぐいを染めよう」

＜単元の概要＞
型染めの一種である「捺染ぞめ」という地域の伝統文化について、専門家から染めの

技術を学び、自分で染める活動を通して、地域に残る伝統のよさやそれらを守る人々の
思いを理解し、自分が住む地域に対する親しみと愛着を高める単元である。

＜探究課題＞
地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々（伝統文化）

３つの視点から中心となる活動を思い描く

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.93〜

児童の関心や疑問 教師の願い 教材の特性

Ｂ
３
つ
の
視
点
か
ら
、
中
心
と
な
る
活
動
を
思
い
描
く

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

米づくりを通して、児童が体験活動や地域の人々と関わる楽
しさを感じていることを大切にして、単元を構成した。

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.95

児童の関心や疑問

自発性 能動性

児童のこれまでの学習の進捗状
況や関心や疑問の実態を把握す
る。
前単元までに高まった児童の

興味・関心を、感想や活動の様
子、振り返り等から把握する。

Ｂ
３
つ
の
視
点
か
ら
、
中
心
と
な
る
活
動
を
思
い
描
く

３つの視点から中心となる活動を思い描く

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

教師の願い
次に、どのような力を育てたいか、どのような内容を学ん

でほしいのかについて、全体計画をもとに考え、中心となる
学習活動を具体的に思い描いた。

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.95

具体性
双方向性

どんな資質・能力を育てたいの
か︖
全体計画を踏まえて、探究課題

の解決を通して、どのような資
質・能力を育てたいのか、具体的
に考える。

授業のイメージを学年で共有する
大まかな指導のイメージを学年

会等で話し合い、共有しておくこ
とで、ポイントを押さえた単元計
画につなげる。

Ｂ
３
つ
の
視
点
か
ら
、
中
心
と
な
る
活
動
を
思
い
描
く

指導性

３つの視点から中心となる活動を思い描く

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①
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教材の特性
次に、捺染ぞめという教材の価値を分析した。捺染ぞめを扱
うことによって学びうる内容や価値ある体験が可能であるか
など、教材の特性を明らかにした。

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.96

多様性

教材と出会う姿を思い描く
児童が、地域の人々との関わり

を深め合う姿を思い描くことで、
単元の中心的な活動を明確にする。

Ｂ
３
つ
の
視
点
か
ら
、
中
心
と
な
る
活
動
を
思
い
描
く

３つの視点から中心となる活動を思い描く

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.96

多様性

教材がふさわしいかをウェ
ビングで確かめる
中心の材を「捺染ぞめ」

としたとき、教材としての
広がりがあるか、どのよう
な対象や活動が考えられる
かを予測する。

教材の特性
次に、捺染ぞめという教材の価値を分析した。捺染ぞめを扱
うことによって学びうる内容や価値ある体験が可能であるか
など、教材の特性を明らかにした。

Ｂ
３
つ
の
視
点
か
ら
、
中
心
と
な
る
活
動
を
思
い
描
く

３つの視点から中心となる活動を思い描く

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

課題の設定

情報の収集

整理・分析まとめ・表現

Ｃ
探
求
的
な
学
習
と
し
て

単
元
が
展
開
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
描
く

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①

・田植えの時に、捺染ぞめの手ぬぐいを使っていたから、それを紹介してみよう。
・捺染ぞめの手ぬぐいを売っているお店に行ったり、つくっている職人さんに会いに
行ったりしてみよう。そこで見付けたことを話し合って課題をつくろう。

・自分で捺染ぞめに取り組むために、どんなことを調べていけばよいか、考えられるよ
うにしよう。

課
題
の
設
定

・手ぬぐいを染めるために必要な情報を収集する過程で、「染めの特徴」も明らかにな
るはず。

・地域に残る伝統技術だということを実感的に捉えるために、地域の方や保護者の方に
直接聞くことを大切にしよう。生きた情報がきっと出てくるだろう。

・調べた範囲で試しに染めてみよう。職人さんの作品と比べてみて、違いを整理させよ
う。

情
報
の
収
集

・染めてみて感じたことや思ったことを、自分のことばで表現できるようにしよう。
・うまくいったところや失敗したところなどを出し合って、染め方のコツをまとめるよ
うにしたらどうかな。

・グループごとに調べたことを、分かりやすくまとめるようにしよう。写真を入れて時
系列に、数値があればグラフでまとめることができそうだ。

整
理
・
分
析

・調べてまとめたものや、作ったものを職人さんに見てもらって、もっと上手な作り方
を教えてもらおう。その関わりを通して、新たな課題を見付けられるようにしよう。

・次の小単元でもう一度染める機会を設けて、職人さんのこだわりや思いを実感させた
いな。そうすれば、以前に作ったものとの比較から違いを整理できるね。

ま
と
め
・

表
現

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.97

第１小単元「捺染ぞめに出合おう」

単元名「捺染ぞめで自分たちの手ぬぐいを染めよう」
Ｃ
探
求
的
な
学
習
と
し
て

単
元
が
展
開
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
描
く

年間計画と照らし合わせながら、探究
的な学習となるように具体的に描く。

人との出会いは児童の求めが高まっ
たときに機会をつくる。捺染ぞめの
方と事前に連絡をとり、協力を依頼
する。

KJ法的な手法やウェビング等を用いて、
比較したり分類したり関連付けたりし
て情報の整理・分析する。

次の小単元への課題意識を高めるよう
なまとめを行う。
→次の小単元へとつなげる。

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ①
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Ｄ

単
元
構
想
が
実
現
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
す
る

１ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ① ２ グループ別協議①
グループ別協議（３０分）

本日の研修から、明日以降各学校で実践につなげられること
を明確にさせましょう。

＜協議題＞
各学校における総合的な学習の時間の実践について

＜内容＞
①お持ちいただいた資料を配付
②自己紹介
③交流
・探究課題や活動の概要等
・育成を目指す資質・能力が明確になっているか。
・探究的な学び（課題設定、情報の収集、整理分析、ま
とめ・表現）になっているか 等

Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.91
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Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

今、求められる力を高める
総合的な学習の時間の展開

（小学校編）p.98〜

Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②
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Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

地域の伝統産業「捺染ぞめ」の継承に力を注ぐ職人の
方々と関わる活動を通して、自分が住む地域で生まれ受け
継がれてきた伝統文化のよさに気付き、文化や技術の継承
を願って自分にできることを考え、協働して捺染ぞめのよ
さを伝えようとすることができるようにする。

・「〜を通して」（探究課題を踏まえた単元において中心となる
学習対象や学習活動）、

・「〜に気付き」・〜について理解し（具体的な資質・能力のうち、
単元において重視する「知識及び技能」）、

・「〜を考え」（具体的な資質・能力のうち、単元において重視する
「思考力、判断力、表現力等」）、

・「〜しようとする」・〜に進んで取り組む・〜に生かす（具体的な
資質・能力のうち、単元において重視する「学びに向かう力、人間
性等」）。

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.98

単元の目標
Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②
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探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
探究
課題 学びに向かう力、人間性

等
思考力、判断力、表現力

等知識及び技能

・課題解決に向け、自分
のよさに気付き、探究
活動に進んで取り組も
うとする。

・自分と違う意見や考え
のよさを生かしながら
協働で学び合おうとす
る。

・地域との関わりの中で、
自分にできることを見
付けようとする。

・地域の伝統文化への関
わりを通して感じた関
心をもとに課題をつく
り、解決の見通しをも
つことができる。

・課題の解決に必要な情
報を、手段を選択して
多様に収集し、種類に
合わせて蓄積すること
ができる。

・課題解決に向けて、観
点に合わせて情報を整
理し、考えることがで
きる。

・相手や目的に応じて、
わかりやすく表現する
ことができる。

・捺染ぞめは、地域に
伝わる伝統文化であ
ることを理解する。

・調査活動を、目的や
対象に応じた適切さ
で実施することがで
きる。

・地域の伝統文化に関
する理解は、捺染ぞ
めを実現するために
解決すべき課題につ
いて探究的に学習し
てきたことの成果で
あることに気付く。

地
域
の
伝
統
や
文
化
と
そ
の
継
承
に
力
を
注
ぐ
人
々

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

単元の評価規準
探究
課題 学びに向かう力、人間性

等
思考力、判断力、表現力

等知識及び技能

①課題解決に向け、自分
のよさに気付き、探究
活動に進んで取り組も
うとしている。

②自分と違う意見や考え
のよさを生かしながら
協働で学び合おうとし
ている。

③地域との関わりの中で、
自分にできることを見
付けようとしている。

①地域の伝統文化への関
わりを通して感じた関
心をもとに課題をつく
り、解決の見通しを
もっている。

②課題の解決に必要な情
報を、手段を選択して
多様に収集し、種類に
合わせて蓄積している。

③課題解決に向けて、観
点に合わせて情報を整
理し、考えている。

④相手や目的に応じて、
わかりやすく表現して
いる。

①捺染ぞめは、地域に
伝わる伝統文化であ
ることを理解してい
る。

②調査活動を、目的や
対象に応じた適切さ
で実施している。

③地域の伝統文化に関
する理解は、捺染ぞ
めを実現するために
解決すべき課題につ
いて探究的に学習し
てきたことの成果で
あることに気付いて
いる。

地
域
の
伝
統
や
文
化
と
そ
の
継
承
に
力
を
注
ぐ
人
々

単元の評価規準
Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

指導のポイント等態思知ねらい・学習活動（時数）
・捺染ぞめに出会う場として、職人を招く。
・染めるために必要な情報は何かを考える。
・色々な調査方法を知る。
・KJ法的手法やウェビングなどで情報を整理す
る。

①

・職人に話を聞くなどして捺染ぞめを知り、捺
染ぞめを行う学習計画を立てる。

・自分たちで染めるために必要な情報を集める。

１

捺
染
ぞ
め
に

出
会
お
う ・体験で感じたことを文に書いて残すようにす

る。
・職人から作品を評価してもらう場をもつ。

①
・試しの染めを行い、職人の作品と比較する。
・体験を振り返り、次への課題をもつ。

・試しの染めと職人さんの言葉をもとに考える。①・自分だけの手ぬぐいづくりに向けて学習計画
を立てる

２

捺
染
ぞ
め
の
職

人
を
目
指
そ
う

・課題解決に向けた情報の収集を行う。
・1回目と比較して、成長を感じられるようにす
る。

②②
・工場見学や職人の話から情報を集めるととも
に、デザインを決めて準備する。

・捺染ぞめで手ぬぐいを染める。
・職人の思いを聴く機会をもつ。③・体験を振り返り、次の活動への思いを高める。

・これまでの体験や職人の言葉をもとにまとめ
る。②・捺染ぞめやそのよさを伝えるための学習計画

を立てる。
３

捺
染
ぞ
め
を
伝
え
よ
う

・これまでに得た情報を手軽に閲覧できるよう
にしておく。③・伝える内容と方法を決め、これまでの体験や

調査内容を目的に合わせて再構成する。
・捺染ぞめの内容と自分たちが学んだことを両
方を伝えるようにする。④・学校での発表の機会などを使って、地域の人

やお世話になった人に伝える。
・単元を通し学習を振り返る③・これまでの体験と自分が学んだことを振り返

る。

指導と評価の計画

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.99

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

説 明評価の方法
発表や話合い・討論の様子、学習や活動の状況など

を学習活動の過程を通じて観察に基づき評価する方法
である。児童の行動や発言、表情や動作、エピソード
などを評価資料とするには、観察記録簿（観察票や
チェックリスト等）を用い、情報を蓄積しておくこと
が大切である。

観察による
評価

レポート・論文、ワークシート、ノート、作文及び
プレゼンテーション資料、作品及びポスター制作物
（結果）並びにその制作過程を通して評価する方法で
ある。

制作物による
評価

学習活動の過程や成果などの記録や作品を児童が主
体的・計画的に集積したポートフォリオを基にした評
価方法のことである。活動計画表や自己評価の記録、
取材メモや感想、教師や友達、保護者や地域の人のコ
メント、写真や報告書などを資料として集積する。

ポートフォリオ
による評価

多様な評価の方法

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.110〜

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す
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説 明評価の方法
一定の課題の中で身に付けた力を用いて活動するこ

とを通して、その力がどのように発揮されるかを評価
する方法のことである。課題解決の場面において、身
に付けた力を複合的に活用する姿を見取る評価ともい
える。

パフォーマンス
評価

自己評価とは、評価カードや学習記録などから、児
童が自らの学習の状況を振り返ることによる評価であ
る。相互評価とは、児童が互いの学習状況を評価し合
うものである。

自己評価や
相互評価

保護者や地域の人々、有識者、活動の相手等による
評価のことである。

第三者評価
（他者評価）

観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童
一人一人のよい点や可能性、進歩の状況について評価
するものである。

個人内評価

多様な評価の方法

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）p.110〜

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

Ｅ
単
元
計
画
と
し
て
学
習
指
導
案
を
書
き
表
す

Ｇ
指
導
計
画
の
評
価
と
改
善

Ｆ
単
元
の
実
践

３ 指導と評価の一体化を核とした授業改善・学習改善の在り方 ②

４ グループ別協議②

本日の研修から、明日以降各学校で実践に
つなげられることを明確にさせましょう。

＜協議題＞
指導と評価の一体化を生かした各学校の取組

＜内容＞
（１）各学校における評価の工夫
（２）評価から次の指導に生かす工夫

グループ別協議（３０分）

終わりに
〜総合的な学習の時間に活用できる資料〜

小学校学習指導要領解説
総合的な学習の時間編

「指導と評価の一体化」のため
の学習評価に関する参考資料
小学校 総合的な学習の時間

今、求められる力を高める
総合的な学習の時間の展開
（小学校編）
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諸連絡（小学校）
下記ＵＲＬもしくは二次元コードから 事後アンケートにお答えください。

https://forms.office.com/r/E4Kmd9mb8Ghttps://logoform.jp/form/T8mB/1097458

受講後アンケート
岐阜県の幼児教育実態調査

「幼児期の終わりまでの育ってほしい姿」
について（小学校教諭等）

ご回答いただいた方から終了となります。
ありがとうございました。


